
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

は
10
日
、
党
本
部
と
各
地
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
で
全
国

都
道
府
県
委
員
長
会
議
を
開

き
ま
し
た
。
香
川
県
か
ら
中

谷
浩
一
県
委
員
長
が
参
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
小
池
晃
書

記
局
長
の
報
告
を
県
委
員
会

や
両
地
区
委
員
会
は
じ
め
各

地
で
視
聴
し
ま
し
た
。

小
池
氏
は
、
参
院
選
に
向

か
う
に
あ
た
り
、
「
幹
部
会

決
議
は
第
４
回
中
央
委
員
会

総
会
決
定
に
代
わ
る
方
針
を

提
起
す
る
も
の
で
は
な
く
、

4
中
総
後
の
情
勢
も
踏
ま
え

て
、
４
中
総
を
ど
う
い
う
角

度
で
深
め
、
ど
う
具
体
化
し
、

実
践
す
る
か
を
提
起
し
た
も

の
だ
」
と
指
摘
。
「
そ
の
最

大
の
眼
目
は
、
全
党
の
活
動

を
参
院
選
必
勝
モ
ー
ド
に
切

り
替
え
る
こ
と
だ
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
４
中
総
徹

底
と
、
反
転
攻
勢
を
め
ざ
す

特
別
期
間
の
到
達
を
示
し
、

「
参
院
選
勝
利
・
躍
進
を
め

ざ
す
活
動
を
本
格
的
な
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
」
と
指

摘
。
参
院
選
必
勝
モ
ー
ド
へ

の
切
り
替
え
を
指
示
し
ま
し

た
。ま

た
、
参
院
選
で
の
日
本

共
産
党
の
意
義
に
つ
い
て
、

4
中
総
後
の
国
会
論
戦
と
情

勢
の
進
展
を
踏
ま
え
て
明
ら

か
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
、

通
常
国
会
で
岸
田
政
権
の
政

治
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に
な
る

と
と
も
に
、
総
選
挙
後
の
新

し
い
政
党
対
決
の
構
図
が
鮮

明
に
な
っ
た
と
し
て
「
参
院

選
の
２
大
目
標
ー
ー
野
党
共

闘
と
党
躍
進
ー
ー
は
引
き
続

き
堅
持
す
る
も
の
の
、
日
本

共
産
党
の
躍
進
が
日
本
の
針

路
に
と
っ
て
決
定
的
だ
」
と

し
て
、
３
つ
の
意
義
を
語
り

ま
し
た
。

そ
の
①
は
、
「
岸
田
自
公

政
権
に
厳
し
い
審
判
を
下
し
、

政
権
交
代
の
足
掛
か
り
を
つ

く
る
最
大
の
力
に
な
る
」
。

②
は
「
自
公
と
補
完
勢
力
に

よ
る
翼
賛
体
制
づ
く
り
を
許

さ
な
い
最
大
の
力
に
な
る
」
。

③
は
「
野
党
共
闘
の
発
展
に

と
っ
て
何
よ
り
の
推
進
力
に

な
る
」
ー
ー
で
す
。

志
位
和
夫
委
員
長
は
発
言

で
、
日
本
共
産
党
の
躍
進
が

日
本
の
針
路
に
と
っ
て
決
定

的
な
３
つ
の
意
義
に
つ
い
て

詳
細
に
語
り
、
「
大
宣
伝
作

戦
を
折
り
入
っ
て
の
組
織
戦

と
一
体
に
や
ろ
う
。
『
？
リ
ー

フ
』
の
大
量
活
用
を
積
極
的

支
持
者
を
増
や
す
こ
と
に
重

視
し
て
ほ
し
い
」
と
、
内
容

に
も
立
ち
入
っ
て
訴
え
『
？

リ
ー
フ
』
の
活
用
で
こ
そ
、

国
政
と
と
も
に
、
地
方
選
で

も
勝
て
る
と
語
り
ま
し
た
。

昭和48年5月29日第三種郵便物承認 民 主 香 川 2022年２月20日 第1909号 毎月1.3.4週日曜日発行 2

参
院
選
最
大
の
焦
点
は
共
産
党

躍
進
最
優
先

香
川
で
も
報
告
視
聴

《
都
道
府
県
委
員
長
会
議
》

一票の格差は違憲状態
高松地裁が判断

「一票の格差」が最大２･08倍だった

昨年の衆院選は、投票価値の平等に反し

意見だとして、弁護士らが四国の小選挙

区の選挙無効を求めた訴訟の判決は一日、

高松高裁（神山隆一裁判長）であり、神

山裁判長は「違憲状態」と判断しました。

選挙の無効自体は二倍を超えたのは四か

月前で、国会が違憲状態と判断するのは

困難だったとしました。

同判決では、過去の最高裁判決は小選

挙区の１票の格差は最大２･13～２･43倍

だった衆院選を違憲状態だとし、国会も

１６年に公職選挙法を改正し、最大格差

を２倍未満に抑えるようしたものの、昨

年の衆院選は格差は２倍以上になる選挙

区が２９あり、「違憲状態にあったと認

めるのが相当」としました。

原告側の弁護団は

「判決は画期的だ。非

常に大きな意味のある

判決」と評価しました。

日本共産党の志位委員長は「小選挙区

制度の矛盾が噴き出している、ここまで

矛盾が明瞭になった以上、小選挙区制と

いう制度そのものを抜本的に見直す必要

がある。私たちは、比例代表を中心とし

た制度にするべきだと提案しているが大

改革が必要だ」とコメントしました。

香川県の水がめとなる

早明浦ダムの貯水率が、

６０％台に低下している

ことを受けて、吉野川水

系利用連絡協議会は香川

余水について第一次取水

制限を開始すると発表し

ました。

早明浦ダム周辺では昨

年１２月から少雨傾向。

高松地方気象台は、２月

中旬の四国地方

はまとまった雨

が降る日数が低

い見通しで、こ

のまま少雨傾向が続けば、

貯水率３０％になる３月

上旬をめどに２次制限入

りしそう。

コロ

ナで、

十分な

手洗い

とうがいが大切です。いっ

ぽうで節水の心がけの時

期にもなりました。

早明浦ダム水位低下
第一次取水制限へ

日
本
共
産
党
と
、
県
議
団

が
、
ず
っ
と
要
望
し
、
議
会

で
も
取
り
上
げ
続
け
て
き
た
、

少
人
数
学
級
化
と
、
特
別
支

援
教
育
の
環
境
整
備
が
来
年

度
か
ら
整
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
案
か
ら
判
明

し
た
も
の
。
中
学
校
３
年
生

が
35
人
以
下
学
級
へ
乗
り
出

す
こ
と
で
、
全
学
年
で
の
35

人
以
下
学
級
が
実
現
し
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
で
は
教
科
担

任
制
の
拡
充
が
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
特
別

支
援
学
校
の
整
備
や
、
学
校

の
教
室
不
足
の
解
消
に
予
算

が
つ
け
ら
れ
ま
す
。
小
豆
地

域
の
特
別
支
援
学
校
は
来
年

度
化
以
降
の
予
定
。
中
部
養

護
学
校
、
東
部
養
護
学
校
、

盲
学
校
で
は
、
空
調
や
ト
イ

レ
、
寄
宿
舎
、
体
育
館
な
ど

の
改
築
が
予
定
さ
れ
ま
す
。

丸
亀
の
養
護
学
校
で
は
、
教

室
や
給
食
提
供
の
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
解
消

す
る
ま
で
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎

の
リ
ー
ス
で
対
応
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

香
川
県
原
水
協
な
ど
は
３

日
、
高
松
市
の
田
村
神
社
前

で
、
節
分
祭
に
合
わ
せ
て

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
の
批
准
・
署
名
を
求
め

る
署
名
」
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

恒
例
の
豆
ま
き
行
事
が
中

止
さ
れ
る
な
か
取
組
ま
れ
ま

し
た
が
、
参
加
者
は
人
形
祓

な
ど
の
神
事
に
参
加
す
る
参

拝
者
に
署
名
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

署
名
に
応
じ
た
参
加
者

（
69
）
は
「
北
朝
鮮
の
脅
威

も
あ
る
が
、
将
来
的
に
は
な

く
し
て
い
か
な
い
と
怖
い
。

孫
の
時
代
が
不
安
で
、
な
く

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
女
性
（
68
）
は

「
被
爆
国
と
し
て
平
和
を
発

信
す
る
立
場
な
の
に
今
の
政

府
は
し
な
い
。
禁
止
条
約
の

こ
と
を
私
が
発
信
し
て
い
き

た
い
」
、
福
井
利
夫
事
務
局

長
は
「
人
の
通
り
は
少
な
か
っ

た
が
、
批
准
さ
れ
る
よ
う
、

今
年
一
年
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
全
米
市
長
会
も
米
国
政

府
の
批
准
を
求
め
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
発
の

事
故
か
ら
11
年
と
な

る
今
年
３
月
の
、

「
３
・
11
集
会
」
に

つ
い
て
、
原
発
を
な

く
す
香
川
の
会
と
脱

原
発
ア
ク
シ
ョ
ン
香

川
の
共
催
で
行
う
方

向
で
調
整
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

気
候
危
機
打
開
が

切
実
な
中
、
世
界
は

脱
炭
素
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
日
本
政
府

は
原
発
も

火
力
発
電

も
推
し
進

め
て
い
ま

す
、
会
で

は
「
こ
れ

が
３
・
11

集
会
の
大

き
な
テ
ー
マ
。
共
同
の
輪
を

広
げ
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

日
取
り
や
時
間
、
内
容
な

ど
の
詳
細
は
後
日
発
表
さ
れ

ま
す
。
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小
中
学
校
全
ク
ラ
ス
で
35
人
以
下

学
級
へ
特
別
支
援
教
育
の
環
境
も
整
う

節
分
の
田
村
神
社
で
批
准

求
め
る
署
名
行
動
県
原
水
協

３･

11
集
会

今
年
も
共
同
開

催
で
調
整

原
発
を
な
く
す
香
川
の
会

「
政
治
対
決
の
弁
証
法
」
?

な
ぜ
こ
ん
な
難
し
い
言
葉
で

表
現
す
る
の
か
？
も
っ
と
分
か

り
や
す
い
言
葉
は
な
い
の
か
？

第
4
回
中
央
委
員
会
（
４
中
総
）

報
告
を
受
け
て
、
私
が
持
っ
た

最
初
の
印
象
と
疑
問
で
し
た
。

中
央
委
員
会
で
の
討
議
や
実
践

を
経
て
「
政
治
対
決
の
弁
証
法
」

の
観
点
で
選
挙
結
果
を
見
る
こ

と
の
大
切
さ
と
と
も
に
、
４
中

総
は
皆
が
抱
い
て
い
る
総
選
挙

で
の
「
が
っ
か
り
感
」
を
乗
り

越
え
、
参
議
院
選
勝
利
へ
向
か

う
元
気
の

源
だ
と
実

感
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち

自
身
の
た
た
か
い
で
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
た
こ
と
を
真
正

面
か
ら
受
け
止
め
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
党
に
、
党
活
動
の
全

て
の
面
で
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
支
配
勢

力
に
よ
る
反
共
攻
撃
は
多
く
の

有
権
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
が
、
私
は
日
本
共
産
党
綱
領

の
立
場
を
知
っ
て
も
ら
う
絶
好

の
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

綱
領
を
語
る
こ
と
も
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り
組

み
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
新
し
い
綱
領
全
体
を
学
ぶ
上

で
の
学
習
材
料
が
欲
し
い
」
と

の
要
望
に
応
え
て
、
『
改
定
綱

領
の
用
語
解
説
』
（
中
央
委
員

会
出
版
局
）
が
発
売
さ
れ
ま
し

た
。
用
語
解
説
的
な
「
索
引
」

が
つ
い
て
い
る
だ
け
か
と
思
い

き
や
、
綱
領
本
文
と
と
も
に
一

つ
ひ
と
つ
の
用
語
の
詳
し
い
解

説
が
さ
れ
て
い
て
、
一
つ
の
用

語
に
こ
ん
な
に
深
い
背
景
が
あ

る
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
支
部
で

学
び
、
「
綱
領

を
語
り
、
日
本

の
未
来
を
語
り

合
う
集
い
」
を

開
き
、
参
加
者
に
手
に
取
っ
て

も
ら
い
一
緒
に
語
り
合
っ
て
い

け
ば
、
参
院
選
挙
勝
利
へ
反
転

攻
勢
の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

先
日
開
か
れ
た
支
部
主
催
の

つ
ど
い
で
も
、
参
加
者
か
ら

「
日
本
共
産
党
の
目
指
す
社
会

は
ど
ん
な
社
会
で
す
か
？
」

「
共
産
主
義
と
社
会
主
義
の
違

い
は
？
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
総
選
挙
で
私
た
ち

が
攻
め
込
ん
で
作
っ
た
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
な
ら
で
は
の
質
問
で

す
。
自
分
の
言
葉
で
党
の
魅
力

を
語
る
力
を
そ
れ
ぞ
れ
が
身
に

つ
け
、
「
学
び
つ
つ
た
た
か
う
」

参
院
選
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

『
改
定
綱
領
の
用
語
解
説
』

が
発
売
さ
れ
ま
し
た

県
委
員
会

白
川
容
子

勇気凜凜


